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＜連絡事項＞

・メンタルケアの2Fエレベーターの故障の経過報告です。

　業者へ点検依頼しましたが修繕はできず、現在も使用出来ない状態のままです。
来週月、火曜日に代替のカードリーダーを持って来るそうですが、それまでは使
用出来ないままとなるそうです。

＜患者様連絡事項＞

· 駒木　洋様…本人より今後について相談したところ、姉は青山荘を経由しての退
院を希望しているそうです。主治医も青山荘入所不可について知らない状況です。本人としては単身生活を希望しています。
　　　→１、主治医へ現在の状況を伝える。

　　　　２、以前、姉は自宅近辺にアパートを借りての単身生活を希望し

ていた。今後も、駒木様単身生活を促してはどうか。

　３、今後は、単身生活、通所利用を視野に入れて家族、本人の調整

を行っていく。

＜個別プログラム進捗状況＞

・菊池　明子様…３月３日より気分変調きたしていたが、徐々に回復してきている。今後はプランに沿った訓練を実施していく。

　　　　　　　→・今回のプランは仙台へ帰ることを前提としていたが、本人の気持ちに変化あり、八戸に住むことを希望している。仙台の保護者は八戸を勧めており、実兄は仙台へ戻ることを勧めている状況。

　　　　　　　　　家族間の意見の相違に挟まれている状況である。

　　　　　　　　→担当スタッフの役割

家族間の意見の相違をどのように捉え、本人に援助していくかが重要である。第一に今後の見通しが立たなければ（どこに住むことになるのか？）、外出訓練の内容も違ってくる。

＜食事サービス委員会＞

・2/7　「イカ利休炒め」とメニューにあったが、イカらしい物はなかった。

　　　　→イカのすり身を固めた物で商品名がメニュー載っていた為、分かり

　　　　　にくかった。商品名ではなく、分かりやすい表記にしていく。

・2/11　コップとサーバーの茶渋が気なる。

　　　　→定期的に漂白や拭き取りを行っている為、清潔にしている。

・2/26・3/4　麺類のスープがぬるい。

　　　　→麺は温めておき、スープのウオ－マーは90℃に設定している。

　　　　　今度、麺類を提供する時も同じ状態で提供するので、意見を聞きたい。

・3/5　セレクトＡのコロッケが足りなかった。

　　　　→個数の確認、予備の個数の確認をしていく。
































































